
令和５年度プリオン病のサーベイランスと感染予防に関する調査研究班研究成果
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解 説

1. 2023年度の神奈川県・静岡県・山梨県３県調査症例数は45件で、プリオン病と認定されたのは29例
（64.4 ％）、プリオン病が否定されたのは15例（33.3％）であった。

2. 22例が孤発性CJD、7例が遺伝性CJDであった。

3. 遺伝性CJDの内訳は5例がV180I変異、1例がE200K変異、1例がGSS（P102L）であった。

4. 剖検は4例に行われた。

神奈川・静岡・山梨３県における
プリオン病サーベイランス調査2023
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V180I 5例

E200K 1例

GSS（P102L）1例

調査症例 45例

プリオン病 29例

遺伝性 7例
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